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 内閣府では、我が国におけるSDGs の国内実施の促進及びそれに資する「環境未来都市」構想を推進し、
より⼀層の地⽅創⽣につなげることを⽬的に、地⽅⾃治体・地域経済に新たな付加価値を⽣み出す企
業・専⾨性をもったNGO・NPO・⼤学・研究機関など、広範なステークホルダー間とのパートナーシップを深
める官⺠連携の場として、平成30年８⽉31⽇に地⽅創⽣SDGs官⺠連携プラットフォームを設置した。
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官⺠連携による先駆的
取組(プロジェクト)の創出

パートナー
シップ促進
パートナー
シップ促進

イノベーション
加速

イノベーション
加速⾃治体⾃治体

⺠間団体等⺠間団体等
SDGsの達成と持続可能なまちづくり(経
済・社会・環境)による地⽅創⽣の実現

地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフォームについて

1.マッチング⽀援
研究会での情報交換、課題解決コミュニティの形成

2. 分科会開催
会員提案による分科会設置
課題解決に向けたプロジェクトの創出等

3. 普及促進活動
国際フォーラムの開催、展⽰会への出展
メールマガジン発信、プラットフォーム後援名義発出等

活動内容

地⽅創⽣ＳＤＧｓ官⺠連携プラットフォーム会員数は724団体
【会員内訳】
１号会員（地⽅公共団体）・・・274団体
２号会員（関係省庁） ・・・12団体
３号会員（⺠間企業等） ・・・438団体

プラットフォーム会員数（令和元年５⽉末時点）

会 ⻑︓北橋 健治 北九州市⻑

副会⻑︓⼀般社団法⼈⽇本経済団体連合会
幹 事︓村上 周三

⼀般財団法⼈建築環境・省エネルギー機構 理事⻑
幹 事︓蟹江 憲史

慶應義塾⼤学SFC研究所xSDG・ラボ 慶應義塾⼤学⼤学院政策・メディア研究科教授

プラットフォーム役員
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 将来像を実現するための課題と、それを解決するノウハウや知⾒の共有が進むよう、プラットフォームが情
報共有の基盤となり、官⺠（官同⼠、⺠同⼠の場合もあり）の情報共有を促進。

＜地⽅⾃治体＞
• 都道府県、市町村等
• 環境モデル都市
• 環境未来都市
• ＳＤＧｓ未来都市

＜⺠間団体等＞
• 地域中⼩企業、⼤企業
• ⼤学、研究機関
• NPO/NGO 等

課題提⽰ ソリューション
提案

情報交換
連携促進

マッチング
⽀援

先進事例
情報

＜事務局＞
・内閣府
・運営事務局

地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフォームについて（マッチング支援）



将来像からバックキャストのテーマ例 課題解決に向けた共通の課題のテーマ例

・・・・・

⼈⽣100年時代に⻑く活
躍するためには︖健康⻑寿

誰もが質の⾼い教育を受
けるためには︖教育

全国どこででも⾼い⽣産
性を発揮するためには︖働き⽅

誰もが等しく職を得る社会
を築くためには︖機会平等

地域の資源を⽣かして経
済を潤すためには︖地産

多様な主体の⽔平的連携により、新たな価値創出
及びコンソーシアムの形成

地域資源
活⽤

地域課題
×技術

⾦融（地
域⾦融）

⼈材
育成

プラット
フォーム

普及・
学習

企業のビジネスを通じて、地域課題を解決す
る官⺠の共創事業モデルを創出
―⾷・農、森林、海洋資源 等

地域課題を⺠間企業等の技術・ノウハウで
解決するモデルを創出
―Society5.0 、AI・IoTの活⽤ 等

地域課題を解決する事業に対するファイナンス⽀援のモ
デルを創出
ソーシャルインパクトボンド・ファンド・ESG等

課題解決に貢献する地域のアントレプレナー
シップを育成するモデルの創出
―ローカルベンチャー 等

課題と解決策をマッチング（イノベーション）する
パートナーシップモデルの創出
―フューチャーセンター、リビングラボ等

多くの⼈がＳＤＧｓを理解し、達成に向けた⾏動
を起こす普及・学習モデルの創出
―シンポジウム、コミュニケーションツール等

・・・・・
官⺠連携で課題解決を図るプロジェクト創出

 会員からのテーマ提案にもとづき分科会を設置。異分野連携による新たな価値の創出や、共通する課
題に対する官⺠連携を促進、地⽅創⽣に資するプロジェクトを創出。

令和元年6⽉末時点で25分科会が設⽴され、官⺠連携に向けた取組を実施している。

地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフォームについて（分科会開催）
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 各種シンポジウム・セミナー・展⽰会等の機会を活⽤した普及促進。
 会員が開催するシンポジウムやセミナーに対する、本プラットフォームの後援名義の発出等。
 ホームページ等による優良事例や関連施策の情報発信等。

国内外の各都市や有識者に登壇いただき、世界共通
の課題である環境問題・超⾼齢化の課題解決に向け
て議論する国際会議を開催。

都市によるステージイベント パネルディスカッション

国際フォーラムでの取組の普及・展開

会員主催のＳＤＧｓに関するイベント・講演会に対し、後援
名義を発出し開催を⽀援

後援名義
会員主催のＳＤＧｓイベントの情報等の発信や課題解決
に向けた技術・ノウハウの確認照会

メールマガジン配信

プラットフォーム総会及び関連イベントの開催
プラットフォームへの加⼊促進、官⺠連携による具体
プロジェクト創出を⽬的に、地⽅創⽣ＳＤＧｓ官⺠
連携プラットフォーム総会及び関連イベントを開催

●第2回総会及び関連イベントについて

主催︓地⽅創⽣SDGｓ官⺠連携プラットフォーム
⽇時︓令和元年８⽉26⽇（⽉）13:30~19:00
会場︓TKPガーデンシティ品川
来場者対象︓地⽅創⽣SDGｓ官⺠連携プラット

フォーム会員

第１回総会の様⼦

●第1回 地⽅創⽣ＳＤＧｓ国際フォーラム
（平成31年２⽉）

地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフォームについて（普及・展開）
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• 地域の課題解決に向けては、ＳＤＧｓの取組が⼀層推進さ
れることが望ましい。そのためには、⾦融機関を含む多様なス
テークホルダーとの連携により⺠間資⾦が地域社会に供給され
ることが必要である。また、世界的にも機関投資家等が投融資
の判断材料の⼀つとしてＳＤＧｓを捉える動きが急速に拡⼤
している。このため、政府が地⽅創⽣ＳＤＧｓに積極的に取り
組む事業者や地域⾦融機関に適切なインセンティブを与え、地
⽅創⽣ＳＤＧｓ⾦融を形成していくための取組を推進していくこ
とが期待される。

• 「地⽅創⽣ＳＤＧｓ⾦融フレームワーク」は、企画の概要を⽰
したもので、具体化に向けて検討すべき課題が多々残されている
ことから、引き続き詳細の検討を進めることが求められる。また、
フレームワークの実現には多様なステークホルダーの参画が必要
不可⽋であり、今後の検討にあたっては、意⾒交換等を通じ、よ
り実現性の⾼い制度にする必要がある。

報告書構成

地⽅創⽣に向けたSDGs⾦融を通じた⾃律的好循環の全体像

地⽅創⽣SDGs⾦融フレームワーク地⽅創⽣SDGs⾦融フレームワーク

今後の展開今後の展開
Ⅰ.はじめに
１．本報告書の背景・⽬的
①地方創生をめぐる現状認識
②地方創生に向けたＳＤＧｓ達成の取組の現状
③地方創生ＳＤＧｓの達成に向けた地域事業者、地方公共団体並びに金融機関の役割の重要性
④ＳＤＧｓ金融の現状と地方創生への展開
⑤地方創生ＳＤＧｓ金融を通じた自律的好循環の形成

２．地⽅創⽣SDGs達成に向けた取組の現状
①政府におけるＳＤＧｓ達成に向けた取組

②内閣府におけるＳＤＧｓ達成に向けた取組

Ⅱ.地⽅創⽣に向けたSDGs⾦融の推進のための基本的な考え⽅
１．⾃律的好循環の実現に向けた各ステークホルダーに求められる役割
①地方公共団体

②企業
③地域金融機関（地域銀行・信用金庫・信用組合・農漁協・大手銀行等の支店含）
④機関投資家・大手銀行・証券会社 等
⑤市民等
⑥政府

２．地⽅創⽣SDGs⾦融フレームワークの構築
①フェーズ１：地域事業者のＳＤＧｓ達成に向けた取組の見える化
②フェーズ２：ＳＤＧｓを通じた地域金融機関と地域事業者の連携促進
③フェーズ３：ＳＤＧｓを通じた地域金融機関等と機関投資家・大手銀行・証券会社等の連携促進

Ⅲ.今後の展開

地方創生に向けたSDGｓ金融の推進のための基本的な考え方
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